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研究成果の概要（和文）：2011年1月に始まるアラブ革命の各国ごとの多様な展開を、憲法改正などの政治改革に成功
した事例から、軍事クーデターや運動弾圧による内戦の勃発とその長期化による大量の難民発生の事例まで、実証的に
検討し、その背景となるイスラーム運動など地域の基軸的な諸問題との関係を考察した。また、パレスチナ問題の展開
や域内の非アラブ国や域外大国の介入など中東域内政治の構造変容についても分析を進めた。以上の研究の成果を社会
に向けて公開・発信した。今後の研究発展の基盤整備のために、アラビア語など関連文献資料の収集を行い、政治動向
の情報の系統的な収集・蓄積とアーカイブ化に向けた試作的なデータベースの作成も行った。

研究成果の概要（英文）：We conducted a series of case studies of socio-political changes caused by the 
Arab Revolutions since January 2011, by focusing on important issues such as political reform through the 
revision of constitution, repression of the popular movements and outbreak of civil war, the refugee 
problem, and others. The impact of the Arab Revolutions to the Palestinian Question and the structure of 
the Middle Eastern regional politics are also other important topics in this study. We collected research 
documents on the above mentioned issues and constructed a tentative data-base of Arab political news.

研究分野： 地域研究

キーワード： アラブ　革命　イスラーム　民主化　社会運動
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１． 研究開始当初の背景 
 
2011年 1月にチュニジアおよびエジプトの

二か国で民衆蜂起によって長期独裁政権が

相次いで崩壊したことは、周辺のアラブ諸

国に大きな衝撃を与えた。アラブ革命とは、

アラブ諸国における反体制の民衆運動と政

権交替、体制改革の一連の過程全体の総称

である。2011 年の段階で、このアラブ革命

がもたらす政治変動は、中東現代史におい

て約六〇年前のアラブ民族革命の時期に匹

敵する歴史的な意義を持つものと考えられ

た。また革命の展開過程は、この地域が抱

えていたさまざまな政治社会経済問題の本

質的な課題をより深く探求する機会を研究

者に与えている。またこの変動過程は、パ

レスチナ問題の展開や中東地域システムの

再編成に大きな影響を及ぼすことも予想さ

れた。これらの問題に対する社会的な関心

の高さに応えて、情勢を的確に分析してそ

の研究成果を広く公開することは、中東研

究に取り組む地域研究者の責任であると考

えた。また、そのために現地調査や専門家

との情報交換とともに、革命の変動過程に

関する一次資料や研究文献、政治情報の系

統的な収集を行うことは将来における研究

の基盤整備になると考えた。今回のアラブ

革命の歴史的に持つ意義を具体的な過程の

分析を通じて明らかにすることで、中東地

域研究の方法論の再検討を行うことが可能

であると考えた。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、上記の研究開始当初の背

景に関する問題意識から、アラブ革命の具

体的な展開過程を実証的に分析し、その背

景となる政治社会経済の諸問題（政治的イ

スラーム、民主化、経済改革、ジェンダー、

社会労働問題など）について比較考察する

とともに、域内の非アラブ国や欧米などの

関与を含めて中東域内政治の構造変動（パ

レスチナ問題の新展開、中東地域システム

の変容など）の全体を地域史的な視角から

検討することにあった。上記のアラブ革命

の背景･展開過程･地域的影響などを総合的

に分析することによって、この変動過程が

中東現代史においてもつ歴史的な意味を考

察し、中東に関する地域研究の方法論的な

枠組の再検討のための基本的な視座を提供

することを目指した。また、アラブ革命に

関する同時代の文献資料や政治動向に関す

る情報を収集・蓄積し、今後の研究のため

の基盤整備を行うことも目的の一つであっ

た。 

以上に示されることから、本研究は、以下

の 4 つの研究課題の遂行を目的とした。

（１）各国の事例研究と相互比較。（２）地

域全体に関わる基軸的課題の考察。（３）中

東地域政治の考察。（４）アラブ革命の展開

過程に関する資料アーカイブ作成。 
 
３．研究の方法 
 
本研究は、上記の目的で設定された 4 つの

課題ごとに共同研究の体制を取り、各専門

の地域・研究分野の研究者の参加により運

営された。また、現地調査・海外専門家と

の意見交換・研究集会やワークショップに

よる議論の蓄積・文献資料と政治動向情報

の収集などを研究の手段とした。 

第一の課題「各国の事例研究と相互比較」

においては、大きな政治変動の波に襲われ

た共和制諸国、変化の動きが抑えられた王

制諸国ごと事例分析と比較研究が目指され

た。民衆運動の社会運動としての特質、背

景となる社会政治経済要因、制度的改革の

方向性、外交政策など中東地域政治への影

響などについて各専門分野からの分析も目

指された。 

第二の課題「地域全体に関わる基軸的課題

の考察」については、「民主化制度改革」・「イ

スラーム運動の展開」・「経済改革問題」・「ジ



ェンダー問題」・「アラビア語メディア」な

どを検討し、相互連関的に分析することに

よって中東地域研究の方法論的な再検討を

試みた。 

第三の課題「中東地域政治の考察」につい

ては、オスロ和平から 20 年を迎えるパレス

チナ問題の展開と、地域システムとしての

中東政治の構造変動という二つの課題を扱

った。後者では非アラブ国（とくにトルコ・

イラン）と域外の列強との関係変化に関す

る構造分析が目指された。 

第四の課題「アラブ革命の展開過程に関す

る資料アーカイブ作成」においては、関連

文献・情報収集と蓄積のための文献学資料

学的な方法が試みられた。 
 
４．研究成果 

 

（１）アラブ革命の展開過程について、エ

ジプト、モロッコ、バハレーン、イエメン、

シリア、イラク、チュニジア、レバノンな

ど各国の事例の実証的研究を研究会や現地

調査、外国人研究者の招聘・共同研究によ

って実施し、その成果を社会に公開・発信

した。当初に予測した革命による政治改革

の検証に加えて、内戦や混乱による難民の

発生という新たな事態についての考察も行

った。イラン革命や過去のアラブ諸国の革

命との比較も考察した。 

（２）革命が明らかにした地域の基軸的な

問題については、上記の各国の事例比較研

究をもとに、民主化改革について新憲法の

内容の検討などを中心に考察を進めたほか、

軍部の政治的な役割、アラビア語メディア

と政治言説などを研究会などを通じて検討

した。また、革命とイスラームとの関係に

ついては既存の伝統的宗教権威の役割・イ

スラーム主義運動各派の多様な対応（ムス

リム同胞団政権、過激派組織 IS など）、宗

派主義の問題などを考察した。新たな研究

課題としての難民問題の展開に関する考察

も行った。 

（３）中東地域政治の研究課題に関しては、

パレスチナ問題についてアラブ革命後の中

東和平プロセスの現状（二国家解決案の可

能性）と、中東地域システムについては非

アラブ国（とくにトルコ・イラン）と域外

の列強によるシリア内戦などへの介入・干

渉が宗派主義と結びついて展開している新

しい状況の考察を行った。 

以上の三つの研究課題を探求する中で、ア

ラブ革命の中東近現代史への歴史的な位置

づけの問題として、「革命」がこの地域にお

ける近代国民国家の形成・成熟・変容の契

機となるとともに、既存の国家エリートに

よる上からの改革の対応・下からのイスラ

ーム的社会秩序を求める動き・域外からの

介入という三つの動きが「国のかたち」を

決定づけるという歴史的な構造が今回の革

命の展開過程を通じて確認された。 

（４）今後の研究の基盤整備に資するため

に、アラブ革命に関するアラビア語など文

献資料の収集、政治動向の情報の系統的な

収集・蓄積とそのアーカイブ化に向けた試

作的なデータベース「アラブ革命政治動向

データベース」の作成も行ったことも成果

の一つである。 
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